
し
て
、
市
内
の
公
共
施
設
に
展
示

し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
力
作
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、こ
の
パ
ネ
ル
は
、年
間
を

通
し
て
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
市
人
権
政
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
内
を
広
報
車
が
巡
回
し
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
ま
す
。な
お
、
本
年
度
も

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月

間
と
再
犯
防
止
啓
発
月
間
と
連
携

し
て
実
施
し
ま
す
。

　人
権
啓
発
活
動
の

　紹
介
と
お
知
ら
せ

　
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
の
活

動
の
ひ
と
つ
に「
人
権
の
花
運
動
」

が
あ
り
ま
す
。

　
人
権
の
花
運
動
は
、
ヒ
マ
ワ
リ

を
育
て
る
こ
と
を
通
し
て
、
生
命

の
尊
さ
や
協
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
実
感
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。市
内
で
は
、平
成
20
年

度
か
ら
毎
年
こ
の
運
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。今
年
度
は
、神
興
小

学
校
・
保
育
施
設
お
ひ
さ
ま
え
ん
・

日
蒔
野
う
み
が
め
保
育
園
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
ま
き
、
花
を

咲
か
せ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
は
、

10
月
に
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人

権
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
ヒ
マ
ワ

リ
の
よ
う
に
、
人
権
尊
重
の
意
識

が
福
津
市
の
隅
々
ま
で
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
に
関
す
る
疑
問
や
悩
み
が

あ
る
人
は
、
特
設
人
権
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。予
約
は
不
要
で
、

相
談
料
は
無
料
で
す
。相
談
内
容

な
ど
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
　毎
月
　
第
４
水
曜
日
　
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
　ふ
く
と
ぴ
あ

　毎
年
、
市
内
の
小
・
中
学
生
が

人
権
作
品
と
し
て
、
人
権
標
語
を

作
っ
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん

の
人
権
意
識
高
揚
の
た
め
、
こ
の

人
権
標
語
の
新
た
な
活
用
を
始
め

ま
し
た
。①
広
報
ふ
く
つ
偶
数
月

の
人
権
政
策
課
連
載
記
事
に
掲
載

②
市
役
所
本
館
２
階
の
ロ
ビ
ー
に

掲
示
。　
※
市
役
所
ロ
ビ
ー
に
は

「
男
女
が
と
も
に
歩
む
」一
行
詩
と

人
権
パ
ネ
ル
も
同
時
に
展
示
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

懸
垂
幕
・
看
板
・
幟
の
設
置

街
頭
啓
発
活
動

　県と市では、毎年７月を「同和問題啓発強調月間」と定め、同和問題に対す
る正しい理解と認識を深め、解決を図るための啓発活動を行っています。

問い合わせ　市人権政策課☎43・8129

▲令和 4年度に作成された人権ポスター

▲市役所ロビーに展示している人権パネル

の
ぼ
り

７月は同和問題啓発
　　　強調月間です
７月は同和問題啓発
　　　強調月間です

人
権
パ
ネ
ル
の
展
示

広
報
車
に
よ
る
啓
発
活
動

特
設
人
権
相
談
の
実
施

人
権
の
花
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す

人
権
標
語
を
展
示

　同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　期
間
中
の
取
り
組
み

　
市
役
所
庁
舎
や
市
内
の
公
共
施

設
に
、
懸
垂
幕
・
看
板
・
幟
な
ど

を
設
置
し
ま
す
。

　
市
長
を
は
じ
め
行
政
や
各
種
関

係
団
体
と
共
に
、
啓
発
グ
ッ
ズ
を

配
布
し
ま
す
。啓
発
グ
ッ
ズ
に
は
、

昨
年
度
福
間
中
学
校
２
年
生
の
山

下
紗
央
璃
さ
ん
が
作
っ
た
「
本
当

に
　
マ
ス
ク
の
下
は
　
笑
顔
か
な

気
づ
く
努
力
　
踏
み
出
す
一
歩
」

と
、
昨
年
度
勝
浦
小
学
校
６
年
生

の
花
田
桃
子
さ
ん
が
作
っ
た「「
あ

り
が
と
う
」「
ご
め
ん
ね
」
言
え
た

ら
広
が
る
　
み
ん
な
の
笑
顔
」
の

標
語
を
印
刷
し
て
い
ま
す
。

日
程
　７
月
３
日（
月
）

時
間
と
場
所
　Ｊ
Ｒ
福
間
駅
、
東

福
間
駅
　
午
前
７
時
30
分
か
ら
、

ゆ
め
マ
ー
ト
津
屋
崎
店
　
午
後
１

時
30
分
か
ら
、
ル
ミ
エ
ー
ル
福
津

店
　
午
後
3
時
30
分
か
ら

　同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
の
期

間
中
、
市
内
の
小
・
中
学
生
が
描

い
た
人
権
ポ
ス
タ
ー
を
パ
ネ
ル
に

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の

強
調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
で
す

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」の

強
調
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
で
す

▲人権の花運動に参加し子どもたちのヒマワリの種植えをサポートする保護司と更正保護女性会の皆さん

▲海岸清掃（左）や街頭啓発（右）に取り組む保護司と更生保護女性会の皆さん

法務省は、毎年7月を「社会を明るくする運動」強調月間・再犯防止啓発月
間と定め、本年度で73回目となります。今回は、この活動の概要と主体的に関
わっている保護司や更生保護女性会についてお知らせします。

　全ての人々が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を
深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域
社会を築くための全国的な運動です。

　犯罪や非行をした人が、再び罪を犯すことなく立ち直り、社会の一員として暮らして
いけるようにすることです。
　法務省は、再犯防止を通じ「誰もが犯罪による被害を受けることなく、加害者になる
こともなく、安全で安心して暮らせる社会」の実現を目指しています。これらの運動の
大きな一翼を担っているのが、保護司や更生保護女性会の皆さんです。

　犯罪や非行をした人の立ち直りを地域で支える民間のボランティアです。保護司法
に基づき、法務大臣から委嘱された非常勤の国家公務員ですが、給与は支給されません。
　保護司は、民間人としての柔軟性と地域の実情に通じているという特性を生かし、
保護観察官と共働して保護観察や犯罪や非行をした人の社会復帰のサポートなどを
担っています。

　地域社会の犯罪・非行の未然防止のための啓発活動を行うとともに、青少年の健全
な育成を助け、更生保護に協力することを目的とするボランティア団体です。
　市でも、保護司や更生保護女性会の皆さんが身近な場所で活動しています。その中
の一つに、人権擁護委員と共働で、人権の花運動に参加し、子どもたちの健全育成を目
指す活動に取り組んでいます。

問い合わせ
市人権政策課
☎43・8129

 「社会を明るくする運動」とは

 「再犯防止」とは

 「保護司」とは

 「更生保護女性会」とは

広報ふくつ15 広報ふくつ 14




